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γH jjJ地問iE 千呂露路事40 号)

北高道立 JJ!.下資源調査 r;1'

北百邑技 [:111 {出匂持 f芝

同 小 ILJ 内

まえがき

阪巳

千同高凶lip討の肝外調査は，昭和 27 年から開始され，同 30 ， 31 の両年にはーfJ寺中断

されたが， [pJ32 年にいちおう完了した この|司隔は，その後，沙流川上流地域の鉱床

珂査や電源開完にともなう地質調査，あるいは北に憐践する落合凶 III 日調査の枯宋;など

を稔合してとりまとめたものである r

この凶 III 話の完成がこのように長い年月を要したことは，この地域がlJ 1吉i変成惜の北

部から l者 }j の摺由市にかけた J也惜で， 1少流 III の源流部に ~~·1 る|尭採い III 岳地借であった

ことが大きな原因になっている〔 しかし，段.;a:における電耐の開発や，日 I~玉と十勝を

結ぶ口勝道路の建設などによって，間走は I/~'] 宝に i韮みつつあるコ

tf' 7ト調査が長い年月を要したために，この間 lこし、ろいろ援助をドされた方々も少な

くないコとくに，北海道大学理学部地質学鉱物学教主橋本誠二教長には，ウエンザル川

上流地域の調査を， I司教室金山話拍修上にほ，品、 iilL 川本流の変成市の調査をしていた

だいたで白唱紀!脅 I山市については，北海道立地卜 ·'t iil!~ 調白刊行どド!勝秀技師および北海

道大学地質学鉱物学教室高橋俊正助子の協力におうところが大きい また，北海道立

地下資源調査所斎藤昌之地質鉱床課長および鈴木守技 gljj から，多くの資料を提供して

し、 fこだし、 fニコ

現地におし、ては，日高村役場の占部久重:村長や 1111 正Jc 総務課長，および阪本木村一株

式会社や北海道電力の方々に，いろいろと便宜をはからっていただいたとこれらの方

に々，心から感謝の患を表する lつ
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i 位置および交通

この図幅は，北緯 42C50'~43QO' ，東経 142'30'~142 二 45' の範囲をしめる地域であ

るつこの地域の大半は，沙流川の最上流部地域で‘あり，北西部が，鵡川の上流にあた

る双珠別川の流域となっている c 行政的には，沙流川の流域が円高村に，双珠別!I I の

流域が占冠村にふくまれる c

図|幅内の村落は，わずかに，沙流川と千呂露川の合流点にある千栄部落だけであり，

両方の河岸ぞいに若干の農家が点在するにすぎない c したがって，道路もあまり発達

しておらず，日高村市街から千栄部落を通り，沙 j荒川ぞいに十勝国清水町へぬける日

il秀道路が.現在建設中であるほかは，電源工事や林業用の道路が，千日露川，パンケ

ヌシ川 I，双珠別川にそって設けられているぐらいである。

交通機関もほとんどなく，日高村市街と千栄部落の聞にパスが運行しているのが唯

一のものである c

形地

この図 l隔地域は，特徴的な 4 つの地形区にわけられる

1) 東部山地

2) 中央山地

3) 門地帯

4) 神居古搾[[[地

1) 東部山地

この [II 地は，日高変成借によって構成される地域で， H高山 III長の脊梁部一帯をしめ

るものである c しかし I也形はそれほどけわしいものではないc この閃l隔の南部で

は，標高 1 ， 750 m のペンケヌシ岳をはじめ，標l高 1 ， 600 m内外の陵線がつらなってい

るが，北部になるとそれが標高 1 ， 200 m 以下となっているごそして，斜面も北方ほど

ゆるやかで，丘陵性の山地となっているこつまり，このl司Ijr討の市方では，けわしい山

稜をつらねた日高山脈が，次第に低くなってなめらかな斜面をみせるようになるとこ

ろで，各河川も，北方ほど水量が少なく，ゆるやかな流れとなっている c

このような特徴は，この山地特有のもので，丙側の中央山地とはし、ちじるしい相違

があり，これが地形閃の上からもはっきりとみとめられるこすなわち，パンケヌシ川

-2-



第 1 図ペンケヌシ 17;-

ウユンザノL- JII ，ィ少 ifrc 川:4(i~cそれぞれの 2 ノ沢を境として，東と両'とで急激に III貌を変

えており，この柑lが，日 l肯定て成市と不変成市;とを境する衝土断層の線に・致している

2) 中央山地

この山地は，このμ]1隔の中央部を市北に主るJ也市で，骨、高 1 ， 200 ill内外の山陵がつ

らなるけわしい山貌を旦している J この山地は，日高呆層群や輝結岩質岩などから構

成されるところで，日高変成市の西側にそってた達する，いちじるしい摺 IItJ市・であ

るつ変成， ff が，なめらかな糾 I面をもっ丘陵性の 1[1 地て、あるのに対して，この地惜の斜

面はきり立っており，とくに，坤対岩質岩の発注する地借'には，峨阻な急、Hf:iJ'多くみ

られる〉なお，変成惜のように，市北方向の地勢の変化はほとんどみとめられなし

東部山地に泌をもっ河川は，市↓こ ;， ff[ れて，この山地も i有力、ら東に向って流れている

が，ここでは川幅をせばめ， ，2、流となっているところも少なくない二

3) IlIJ J也市

中央山地の周側は，一段と高度を議した山地となっているへこれは，臼望系の分布

地域に一致するもので，さらに両方の神居古揮山地との間にはさまれて南北に走る地

借であるっ神居古 i甲山地は，この地'市よりも高くなっているので，明瞭な凹地の形を

あらわし，とくに，千栄部落から南方では，千呂語川がこの地'貯の中央を南から北に

向って流れているので，この特徴が顕著であるコ

河川も，中央 III 地からこの地市にはいって急激に川 l隔を拡げ， i口j岸には広い段丘地

が発達しているつこれは，白空系が河川に侵蝕されやすいことによるものであり，千
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呂露川は，完全に神居古i甲山地をさけて，白望系地情だけを通過する形となっている。

河岸段丘は，たいてい一段であり，比高は場所によってかなり相違している c 全般的

に，千栄部落附近でもっとも低く， 土下流ともに高くなる傾向をみせている

4) 神居古浬山地

この凶幅の南西隅には，標高 I ， DOOm ぐらいのきわめてなだらかな山地が走達して

いる c この山地は， I司幅外に広く拡がるもので神居古浬構造帯を構成する地帯であ

ると ほとんどが蛇紋宕によってしめられており，蛇紋岩特有のゆるやかな凸円の多い

地形となっている c

III 地質概説

千呂露凶幅地域は，北海道の中軸にそって南北にのびる日高借にふくめられる乙凶

III面の東部には，日高市の中核とされる日高変成 i市が発達しており，中央部から両部に

かけた範囲には，不変戒の基盤岩層がし、ちじるしい摺曲構造帯を構成している

この地域に発達する堆積岩層は，先白星紀の日高累層群，エゾ層群とよばれている

白重紀層，および第四紀層である c これらの地層のうち，第四紀層をのぞけば，すべ

てP どく複雑な構造をとっており，存地層相互の層(主的関係は充分に明らかではな

いc エゾ層群については，ほかの地域との対比から，いちおうの層序が確立されてい

るが，日高累層群に関しては，地層の土下関係すらも，まだ推 j~lj の域をでていない。

したがって，ここに確実なれ状を明示することはできないが，現在までに明らかにさ

れた事柄から，この地域の層!子表をしめせば，第 1 去のとおりである c

H 高累層群は，岩質の上から， 4 つの地層にわけられるハいずれも，粘板岩と砂岩

から構成される比較的単調な累層で，部分的に，チャートや石灰岩あるいは輝緑凝灰

おなどをふくんでいるとそのなかで，粘版岩には，黒色の標式的な粘板岩や灰色の頁

岩に近いものなどの違いがあり，砂岩にもかなりの変化がみとめられるごこのような

ことから，それぞれが分類されるとしかしながら，これらの地層は，多くの勇断需や

断層によって寸断されており，相互の関係は不明であり，いまのところ， 上下関係を

知ることができないと表にしめしたものは，岩質の感じからうける漸定的な層序であ

る c

この地域の白望紀層には， ド部，中部，上部の存エゾ層群に対比されるものがふく

まれているつ先白望紀層とは，つねに断層で接しており，直接の関係は明らかでない。
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この地層も， J'l岩と砂岩を主体とするものであるが，喋岩や凝灰岩の介在を鍵とする

ことによって，日高累層群よりもはるかに正確に追跡することができるっとくに，中

部エゾ層群は，下部エゾ‘層群を不整合におおうことが明らかにされている?この地域

には，第三系は分布しておらず， f~]望系の上に第四系が直接おおって発注しているつ

第四系は，洪積世の河岸段丘堆積物と，沖積層とからなるつ

この地域は，構造的にみた場合， 5 つの市状地域にわけられるコつまり，同III抵の

東部をしめる日高変成帯と， I司幅の l垣市i唱に分布する神居古湾構造'!日'とにはさまれた

地域は，東から，円高前縁摺山市とよばれる日 高果層群の分布する地市，さまざまな

輝椋官民自によって構成される日高西縁構成'市，それから 1-'3語系の複向斜'!日;となって

いるコこの市状配列の形は，円高変成市の定達する日高山脈の両側に， J有から北まで

乱されることなく連続しているものであるご

日高変成市'は，この l寸i隔地域におし、ては，ほとんどが塩基性の注入岩およびその変

成岩によってしめられており，角閃古市と複合はんれい!占体に大きくわけられるつそ

れらの問を境するような形で，堆積岩iil;~の変成岩が若干発注している。

神居古再構造市は，優勢な蛇紋岩と粘板岩，砂岩，輝緑i疑灰店などからなり，ごく

一部に，閃緑岩やトロニエム岩などの火成計と変成度の~~j l， 、変成¥iをふくんでいるσ

IV 積堆岩類

この凶幅地域に分布する堆積岩類は，先白望紀の日高累層群，自望紀のエゾ層鮮，

および第四紀層であるつ

IV.1 日高累層群

日 I青果層群は， I司i隔の中央部に，幅広い帯状の分布をしているほか， Iズi幅の市丙 i再

に発注する神居古揮構造市中に分布している C これらは，主として粘板岩と砂岩から

なる，一見単調な堆積岩層であるが，岩質の特徴から，次の 4 つの地層にわけること

ができる。

4 富岡層

3 ベンケヌシ川層

2 ウエンザル川層

1 ュートラシナイ沢層

この層群は，とくに擾乱がひどく，構造が複雑なため，これらの地層相互の)骨子閣
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係を知ることはできない、また，化 {J'が}とはされていないため) II'j(にも不明であるが，

いまのところ，大部分がジュラ紀と推定されているコ

IV.1.1 ユートラシナイ沢層 (Hy)

この地層は，東側の変成，j骨に接して， 1~51三m ，J)iJJ長で， I 十iJtに市IlI J主く分布している σ

l 旬ブj で、は， iii討がせまくせいぜい1. 5 1: 111 ぐらいであるが，ウエンザル )11 から北に /(IJ っ

て拡がり， 5bn 以 i二の lilt'; になっている 主 lりは，、ド均して ，HJl)j/白j をしめすが， J仁川

では内ifHiJ ほど河方にふれる傾向をみせており，傾斜は垂直に近く急in しているこつま

り， こ l乃 l也!醤は， JU こ l匂って扇形にj広がる形0)分布をしているが，この傾向は， この

地Hだけにかぎらず，日 It5]累!骨右下全休の分布にも明瞭にあらわれている

この地hすは，虫色のやや硬い粘阪府を主ff; とし， il(1灰色の 1[11: (1'少む iT(r歩 1;ーを扶在して

し、る 柏村」有には，一般に))-J型がよくたj主 L ， t た， 8YI川liJ'のたj主がし、ちじるしいコ

とくに，変成JH に;1£~主したJ也'出のこのJ也!同は，いちじるしく似叶され脆)J~;になってお

り，粘土化された部分も少なくないへこれは，変成イ;~-との IIりに発j主する前 l二断!けの以

響によるもので，変成!日;がこのj也同の Lに J{iJ LL っているのがゆ]らかにみとめられ

るつ

この地層0)一部は，つよ L 、JI:化と対日己{j化，民酸日正化などをうけ，いちじるしい変

質併となっており，その中にはいくつかのマンカン辺、床や硫化鉱物をふくんだ石英脈

が発達しているごまた，北部のlX.珠日Ij川 i~U!をで、は， \N~ 、変成をうけて，変粘hZJや変、

砂口となっているものが多い この羽変成引は，この|寸III日の北に隣接する荷台凶III目地

域におし、て，よく発注している革占イ iホルンヘルスイi?の lyi {rjIJ~mに1るものである。

IV.1.2 ウエンザル川層 (Hu)

この地層は，ベンケヌシ川のド流部から，江球目il川の 14 ノ J(j午J，;I1にかけて，北にむか

つて拡がるくさび状の形に分布している〉東担ij は， I斬!併によってユートラシナイ沢層

と境され，同側は， lif] じく断層によってベンケヌシJIIJr，'E，\と按している J 一般に， N20ー

W の tl 白!と 600~70 二NE の傾斜をあらわすコ

この地層は， If(緑色の l ド杭で所硬な砂討を主体とし，少昆のJ'{忠良粘阪店あるいは

チャートと明瞭な互!再をなしているでときに，いちじるしいラミナがみられることが

あり，地層の f: ドを判定できることがあるが，その喝合は，例外なく，この地層が逆転

傾斜であることをしめしている 1 つまり， I可 LRIJ が下部で，東側ほど上部であることは

間違いないようであるつ全体として， ド部ほど fii' 神の形が鮮明であり， 上部になるに
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第 2 図 ウエンザル川闘のチャート・砂岩・粘板岩の互層部

UJ.珠別川中流)

したがって，層理の不明瞭な砂店とな寸ているこまた，ウエンザル川合流，r，I>~ 附近で

は，ほとんどが砂右とTl:fi 'lT:fii板 ~ti·の互同とな η ているが， )む(珠別川流域になるとチ

ャートが多くなり砂干?とチャートとの立層部が多くみられる c

IV.I.3 ペンケヌシ川層 (Hp)

この地層は，日高累層群分イ[i，li;;の丙fWJ をふちどる形で， 1/1面的1. 5km ぐらいの細長

い帯状の分布をしている r 東側は，ウエンザル 111層およびユートラシナイ沢層と断層

で接し，西側は，いちじるしい前断付i'をはさんで輝緑宕質岩に移行しているとこの前

断市は，ベンケヌシ川合流};'i，[ヰ1)1から北方におし、てとくに顕著であり，そこでは，輝

紅岩質岩の iてにこのj也層が衝し!--，っていることが何えると;t:向は N-S から N40~W

をしめし，大休東に 70つぐらい傾斜している ο

この地層は，主として百円ょうの粘加古が多く，そのほかに，傾砂岩・チャー j、.

石灰岩なども数多く挟在しているハそして，輝紋岩質引を多目:にふくんでいるのが特

徴であるハこの輝総岩質店は，凝灰Ffy汽のものが多く，一部には，砂岩に漸移する状

態も観察されるわこのような形から，この地層は，輝総17賢官の退出活動ときわめて近

い時期の堆積物と考えられる(このj也府には，ときに，fJ質な綱粒砂岩の礁をふくむ

礁宕もみとめられるハこの地層も，破{jilLがし、ちじるしく，砂岩のはさみがひきちぎら

れた形や，粘土化のはげしい部分が多く観察される仁}

IV.I.4 富岡層 (Ht)

この地層は，この閃 III 併の丙 IY{[ 枯に，蛇紋岩にとりまかれて分布するほか，神居古揮
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構造帯の北縁にそって発注しているーまわりの地層とは，つねに断層によって境され

ており，ほかの地層との関係は不明であるご蛇紋むにとりかこまれたものは，南北の走

向をとり， ;jヒ縁のものはパ王ほ‘東丙の走向とな司ているが，この地層もし、ちじるしく樋

乱をうけており，きわめて復雑な構造となっているらしい，高山が不充分で，地層の

状態を明らかにすることができない「ただ， rfl 央部のものは，ほとんど粘何千?と砂む

だけからなり，北故のものは，輝結岩質岩(凝灰質岩)・チャート・石灰 ~t~fなどをきらく

ふくむといぺた，岩賃上の違いが両者の間にみとめられる c

この地層は，以前， f'レ流川層とよばれていたもので，凶|隔の，1'1央に分布する日高累

層群との関係も不明であ η たが，最近，この 1><)111長の l(~方の幌町岳|χi幅やイトンナップ

|司幅の調査によって，整合的に連続する同時代の地層であることが明らかになった。

しかし，詳しい層序については，まだ不明のままである。

IV.2 白望系

千日露国幅地域の白望系の分布は，丙部地域にかぎられている ο この白耳系分布帯

は， HI高西縁構造需と神唐古i章構造帯の間にはさまれて， I幅数 km，延長南北 100km

以土にわたって連続する向科構造帯の一部である。したがって，層序的にも連続性を

もち，南部地域や北部地域から追跡されて，次のようにl正分されている。

上部エゾ層群 千百露川層

中部エゾ層群

f カンコシナイ j尺屑

「止
額平 )11 層

一双珠別川層
下部エゾ層群 < ←一一一一一一

l三石川層

この凶幅地域では，下部エゾ層群から上部エゾ層群までの，それぞれの地層が発達

しているむしかし，それぞれの地層の分布はかぎられ， ヒ部エゾ層群を中心にして，

その南北両地岐に下部および中部エゾ層群が発達している。

先白望系と下部エゾ層群とは，例外なく断層で接しているため，この図幅地域では

直接の関係は明らかでないc 中部エゾ層群は，下部エゾ層群を不整合でおおって，下

部エゾ、層群のいろいろな層準と接している。

下部エゾ層群および中部エゾ層群は，ともに化石の産出が乏しい。ただ，下部エゾ

層群の上部相には，オルビトリーナを含む石灰岩がみとめられる。上部エゾ層群にな
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ると比較的化石が多く ， Ammonite や Inocerrzmus などの動物化石を産しp 時代的な

志味をもっているつ

下部エゾ層群

下部エゾ層群は，おもに北部の双珠別川地域に発達していて，砂岩相を主体とする

三石川層と，その上部で只岩にとむ相の双珠別川層とに区分されるコ

IV.2.1 三石川層 ell)

三石川層は，フンベツノ沢上流，二ノ沢合流点附近およびボンソーシュベツ川上流

などに，断層で寸断されて小さく分布している。模式的には，双珠別川本流の二ノ沢

下流部に露出しているつ

この地層は ， L疋青色または淡褐灰白色を

呈し，ひじように粗粒の砂岩で構成されて

いる c 肉眼的に石英粒がみとめられ，ギラ

ギラした光沢をもっていることが特徴であ

るのしばしば小豆大以下の円瞭や角蝶(礁

は，チャート・粘阪岩・砂岩などが肉眼的

に見分けられる)を散点的にふくんでい

る。また， jjf質物や植物化石片をふくんで

いる。一般に塊状の産状を呈し，層理の発

達していることは少ない。

三石川層の砂岩を，顕微鏡でみると，チ

ャート・珪岩・粘土岩・スピライト・輝緑

宕・扮岩などのほか，花尚岩質岩および石

英片岩などの岩石片がみとめられるコとく

に，花尚岩質岩や石英片岩などは，現在の 第 3 図三石川層の露出

北海道ではみられないタイプのものである (双珠別川下流部)

ことが特徴的である σ

この地層は，まえにのべたように，下部が断層で切られているため真の層厚は得ら

れないが，二ノ沢下流では厚さ約 gOm 前後露出し，フンベツノ沢で 50m，ポンソー

シュベツ川で 100m 以上発注している。

IV.2.2 双珠別川層 (lz)
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双珠別川層は，おもに沙j荒川から北部の地域に分布している c そのほか，市部のシ

ュンベソノ沢にわずかに定達している戸 北部地域で、は，向斜構造のIJ4}翼に発達する形

がみられるが，南部では，東費だけがみとめられる c

叶出こ， N-S-N20
c

W の走向と， 50-80二東または四傾斜をしめしている。局

部的には，かなり複雑な微摺由構造ーが定達している

下位の三行川層とは漸移しているが，((官が介在する部分から，この地層にふくめ

たc

双珠別川!曽は ， tt岩，および砂岩で構成されており，全般的に砂岩と頁岩の互層相

にとんでいる c しかし地域的に層相の琵達状態に多少の相異がみられる。すなわ

ち，北部の双珠号IJ川地域で‘は，下1\L.ーから，巨岩相・砂岩頁岩互層相・頁宥相がみとめ

られるヶ一方沙流III ，ポンソーシュベヅ III ，滝ノ沢地域では，頁岩相・下部砂岩・頁

岩相・砂岩相・と部砂岩十日に分帯できて，一般に砂岩の介在が多くなっている。さら

に，南部のシュンベツノ沢では，ほとんど砂岩・頁岩の互層相で構成されているO

この地層の砂岩は， J疋青色~暗灰色を呈し，一般に中粒または細粒である c まれに

粗粒のものも介在していると厚さ 5-50 em ていどで頁岩と互層状態をしめしている

ことが多い二しかし，沙流川地域のように， 20m 以 tの厚さで発達している場合もあ

る c その場合には，層理面が発達していて， しばしば頁宕の薄層を介在している。

頁岩は，暗灰色で板状の産状を呈し，粘板岩様の外観をしめす場合が多いc 上部

ではしばしば縞状の砂の葉理が発注している c

第 4 図 双珠別川層の摺曲状態(双珠別川下流部)
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この地層の上部の巨岩相(とくに双珠別川地域)の中には，塊状の産状をもったfi

灰岩がレンズ状岩体として介在している。この石IX岩は，灰白色または晴灰色で，砂

岩や頁岩などの不純物をしばしば介在しているが，そのほかすルビトリーナなどの動

7文献 1)

物化石を多量に包蔵している、いままで知られている化石種は，次のとおりであるつ

Neril1eahidakaensisFUKADA

Orbitolinadiscoidea-conoideavar.ezoensisYABEandHANZAWA

Praecaprotin α yaegashii (YEHARA)

Tucasiscarinata(MATHERON)var.orientalisNAGAO

この地層の厚さは，双珠別川地域では， 350m 以上，沙流川地域で 400m 以上，シ

ュンベツノ沢で 200m 以上それぞれ発達している。

中部エゾ層群

中部エゾ層群は，白望系分布市のうち，千日露川の下流部をのぞいて，ほぼ全域に

わたってみられる。分布の主体を構造的にみると，向斜構造をつくっており，両翼に

ほぼ対照的に同一宕相が露出している。ところが，沙流川とパンケヌシ川の合流点附

近には，これらの構造とは，ほとんど関連なしに，先白望系中に，断層で落ちこんだ

形で，中部エゾ、層群の一部が露出している。

中部エゾ層群は，岩相上から，砂岩・喋岩で構成される額平川層・おもに頁岩から

なる新冠川層およびさらに上部の砂岩にとむカンコシナイ沢!暑に区分される。下部の

額平川層は，地域的に岩相や層厚に変化があるが，中部の新冠川層では，全域にわた

って岩相変化がとぼしいっ最上部のカンコシナイ沢層は，南部地域にだけみとめら

れ，相変化の様子は明らかでない 3

IV.2.3 額平川層 (Ml)

額平川層の分布の主体は，下位の下部エゾ層群と同様に，沙流川から北部地域と南

部地域であるコ模式的には，双珠別川地域に発達しているつ

この地層は，北部では N20--30 DW の走向と， 50--80
o
SW または NE 傾斜をもち，

断層と摺曲によって，繰返し露出している 3 ことに双珠別川本流およびーノ沢では 3

回，ボンソーシュベツ川およびフンベツノ沢ではそれぞれ 2 回の反復がみられる。一

方，南部ではほぼ N-S 性の走向と 60--80
0
W の傾斜で発達している。

1) AtsuoFUKADA(1953): A newSeciesofNerineafromCentralHokkaido.

Jou.oftheFac.ofSci.HokkaidoUniversity.Ser.IV.Vol.VIII.No.3.
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第 5 図 額千川層基底部の礁岩(双珠別川支流ーノ沢口)

下位の以珠別川層を，基底喋岩をもって不整合におおっている。不整合関係は，

の I><]I/J/I\地域て、は明確にみられないっしかし右左的凶III討中の沌ノ沢支流や， I幌民民凶

III国 li 1の千日高川本流などでは，明らかに以珠日Ij J悼を切って，額三ド)1\)首の l珠山がのって

いるコ

領、v:川!吾は，おもに棟計・喋質粗粒砂むおよび粗粒砂山で構成されているコまた，

1:却では，砂岩・ 111Jの互層となり，疑!反行を介在している

棟計および喋質砂右は，主!良部;に発達している円相である J 一般に淡占三灰色を旦

し，粗n砂討を}志賀とし，小豆大から人朗、大 I]lJ 後の円峨・亜門瞭で構成されているつ

礁は，粘相支店 e メタ砂行・変質輝保持・古:色および亦色チャートなどが肉眼的に見分

けられるづ全域を通じて，傑の簡類にはあまり変化はないJ しかし蝶粒の大きさや，

基買と峨の量比は，それぞれの地域でことなっている J たとえば，シュンベツノ沢・

沌ノれおよび反球日!J川本流の上流側などの露 11\では，棟粒が小さく，燥の量も少なく

て， i'味質{沙むで、あるへところが，ーノ山口や沌ノ v i.の支流などでは， t喋が拳大以上と

なり， n無量の多い眼目となっている

f沙行は，古'灰色または H t'i 青灰色を!主し，科lHのものから細粒のものまでみとめられ

るコまた， I火 lj 色で;疑 ij('l1の柏 f:1.i1少討もみとめられるリ一般に，粗粒のものは塊状で，

層珂はみられないが，柵粒のものでは， tki}\ の!同 J111が楚述し しばしば頁岩の薄層を

交えているつ凝灰質砂fiU: ， ~-般にこの地層の上部にみとめられる。

凝灰有は，灰青白色を日し， "()じように綱粒m硬で，チャート状の外観をしめすも
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第 6 図 額平川層上部相の露出，砂岩・貞岩の互層

(双 fA;別川下流部)

のであるっ厚さは， 2~3m で百計 e 砂岩と互層状態をしめしているハこの凝灰岩は，

日高山脈両縁の自主系分布市のほぼ全域にわたって追跡、される鍵層である。この凶幅

地域では，一部は，砂岩・棟計相で構成される額平川層の上部相に発達しているが，

大半は，あとからのべる新冠川層の下部相I+Tに介在している c つまり，時間面と岩杭i

面があきらかに斜交していることをしめしている仁

知子川)晋の厚さは，地j或ごとにかなり変化がみられる c 北部の双珠別川流域で、も，

55m から 10m 前後までかわっている( 一般に，両翼部ほど)享く東費になるほど薄く

なる傾向がみられる --jj ， 市部のrl'~ ノ沢流域では. 30C~350m となり，シコンペ、ソ

ノ沢では， 200m 前後函iH している。

IV.2.4 新冠川層 (Mz)

新冠川層は，下位同と同様に北部と市郊の|白J;'(;fの中核部をしめて分ーかしている。そ

のほか，まえにのべたように，ベン々ヌシ川と沙i荒川合 j夜間近に一部が断層で落ちこ

んでいるウ

向斜部を構成している京Ir 'JrI JI\ i出土， ド{付言とほぼ同じような走 Itl] ・傾斜をしめして

いるが，パンケヌシ川地域の北部では. N20~30ow • 60~80oNE の走向・傾斜を

しめしてし‘る p 一方そのIN (ilj で、は ， 3C~40E ・ 60仁 SE の走向・傾斜がみとめられ

る。

下位の傾干川用とはト¥fr移していて，おもにIT計で構成される地層を新冠川層とし

た。
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新百川!者は， rl~民色の fCLiおよびシル卜岩を巨体とする地層である c 全般的に岩相

変化のとは‘しい地層であるが，まれに I-3m ていどの厚さをしめす砂岩・凝灰質砂

岩・砂宥と H岩の互層部などを介在しているまた，まえにのベた鍵層として有力な

チ γ ート状凝灰計がド部に介在している σ そのほか，ベントナイト買のi疑!火岩の薄層

(5-10em) がしばしばみとめられる ρ

新冠川!骨は，この凶 III両地域では， 300-400m の厚さをしめしている C

IV.2.5 カンコシナイ沢層 (M3)

この j也!普は，千円引 II 支流ベンケユクトラシナイれの下流部・カンコシナイ i凡の中

ト1東部および千栄北 }j にだけ分布しており，ほかの地域には，まったくみられない。

ド流の地層とは整台的にかわるものと考えられるが， @:実な関係は λ・られない c

ベンケユクトラシナイ沢では， N1O-20W ・ 70-80こ NE，カンコシナイ沢では，

N1O-20E ・ 50-60··NW の主 Itリ a 傾斜をそれぞれしめしており，断層で切られては

いるが， rfJ) :f;'f構造をと η ているご千栄北方では， N10-20 二W .60-70己NE で，市部

の ItlJ ~:い可塑J郊のj虫枕する構造をもっている

カンコシナイ iiUf!iは，おもに紗引で構b定されているが，上部では f(有をまじえてい

ると

このj也 1司 J) ト i川

jij'W: を !11 している)ヘンケユクトラシ r イれでは，約 30 InほどしかJi Wi J\していな L 、

が，カンコシナイ{パでは 70-80m ほどみとめられる

トJ刷、目は， カンコシナイれで十莫式的にみとめられ， JIlf:!!1 ルむと l:ねぎ状にわれる n

引の出回おより守 ii;IK にわれる制下 dl少引などで構 bX:されている 1:(;1; 十I:Jは， カンコシナ

イれて'k:':J 200m ft ，;主している

上部エゾ層群

|中II日地域の I:日;ェソ)副ifの主体は，千円~IRJI11ヤfCH( こたをしている j也!丙で ， !noceｭ

ramus や Ammonite などの動物化 {i を産If l していることで日徴づ It られる ¥;, I'i') I:

からは， (疑!グ〈犯の介 {Eη 多い卜， rJ'l; 11J と，砂干;'(ごとむ Li~l;HJ とに IA~ 分することができる

が，この|寸 IIJ 日では，ー折して，千 ('HWJIIJ 苦としてとりあっかうこ l

lV.2.6 千呂露川層 CUI)

千円肖川!首は，まえにのべたように千日百 )11 の下流地域と，千栄北方のイオカマヅ

ブ[ il~ およが沌パバ[干 li~Uj'x :l二分布しているご IH 司;のベンケユクトラシナイ沢では下部相
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第 7 図 千円露川屑上部砂岩相中にふくまれる

Inoceramusjlψoniws NAG& MAT

(千円露川下流部)

てし、るつ l'( i;·およ"(y' シノレトYJ

は， L:ねぎ状にわれる性:rrをも

ち，小引の|叶球をふくんでいる

ことが多い I幌|吋川でみると，

全般的にH岩およびシルト有で

構成され，最下部約100mおよ

および、砂岩で構成されている

一般;こド剖;はn-むで、あるが，J..

百I; では次第にシルト ZJ ローとな

り，長 L:t4i; では相 PI 沙干?とな-)

みとめられる n口・シルト計

が， J幌内川ではt:部制が，それぞれ棋 ;\(t :7 に主達 L ているコ

千呂露川流域で(j:， -"般に N-S 性のノ主向と， 50~60 コ東および団傾斜がみとめら

れ，向斜構造がうかがえるつ千栄北部では， N25~35W • 70~80NE となっているコ

Ff立のカンコシナイ沢固とは整台漸移している v したがってf{ ¥-i-で構成される地層

から，千呂露川層としたっ

この地層は，おもに CJ:{，-i ・シルト告で構成され疑!κb-およ tfn/v告をいましば介在

しているつ右相 kから，凝灰むの介在のひんぱんな下部相と，シノしト官を主体とし，

砂岩の介在の多い上部相とにわけられる

下部相は，カンコシナイ沢およびパンケユクトラシナイ沢などの南部地域にみられ

るつ日岩およびシルト岩を主体としているが，凝灰岩やi疑!氏質砂岩の介在の多いのが

特徴である。カンコシナイ沢では， 50~150cm の i}(白色でち密な凝灰岩が，頁右中に

3枚介在しているコその i二部でιL 砂岩. fJ:岩の薄正層部‘ i疑IX質組粒砂岩・凝灰宕な

どを介在する民有層が発注しているコカンコシ+イィ)ての F 部相の!享さは約 250m ほど

みとめられる(また，パンケユクトラシナイ沢では， 25~30 em の l長白色ち密凝灰岩

と f(引の互憎が 5~10m みられ，さらに上部で、も凝11<質砂岩や凝灰岩の介在がみられ

るつ f-.部の凝/;k 'lL[砂右中には， しばしば植物化行けや炭 )1ーをふくんでいるペパンケユ

クトラシナイ沢での下部相は，約 400m の厚さをしめしているコ

上部相は，千日露!I I 下流域だ

けに定j主し，幌内川で模式IドJ( こ

- 16-



ff500mH~i に， )手さが1O ~15 m rJ1J後の砂岩層を，それぞれ介在している(最ド印

の仙岩層は， u古緑青 lκ色の相杭ル岩で，炭質物や Inoceramus の時 Hーを多量にふくみ，

Inoceramus1'W ~17w;mi YOKOYAMA.

PJttelasp.

などが鑑定できた

中部の砂宕は， 1去青時色中位~梱粒で， f)x~f~1 醤埋が発注している三またこの砂官の

とドには，砂宕. n: 岩のィ等互層部が約 5m ずつみられる

l上:部 Lのη暗結色の f斑I為丸十卜"、 !1i

ある〔この M; 右の L却はシノ L ト右から次第に畑粒砂岩となっているが，植物化七 1 J4 や

動物化石をしばしば産出しているつことに l関内 III 川 rl 附泣から千栄附近の {Il S岸では，

lnocen~mus schmidtiMICHEAL tr:cce 何mus sp. lnocercmusorientalisSOKOLOW

Gaudrycerassp. Et ψachydiscrs sp. Hじん ister sp. などが庄 Ie している

以上の上部相の!享さは，少なくとも1. 2CC mほどみつもられる τ したがって，千円

露川層の全層!享は 1 ， 400~1 ,600 m となる

IV.3 帯四系

この地域の第四系は， 1 日日jZJ 之丘JiH~i杓と沖積層であるコ {I叫!ーは G:~J ，少流川および、

千日露川の下流部に 1よく主達している二 l ド jtfL 音!;やトー流古 I;には，:まとんどみとめられな

し寸らパンケヌシ川の七五日だけは，わずかに nzn:l面が発注しているところがある J

主な inJ川は，白星系分的 J ，ち J こ:t:31 、て 12，~ こ川 Iii討を i骨し， ilJIt戸は 11:もそこにかぎ、って，五

くた j主している l この tCI 出段丘は，場所によって比高がかなり立行ており，低いところ

では 3.4m ていどにすぎないが，高い所でほ 10 数 m にちなず}ている 什出こ，千

米占 I; 法 I;付近がもっとも i氏く王国;と下流吉 i; ともに l旬くなる傾向をしめしている

汗:日 j川は，変成市 v); まんれし、目 fH こ {it? 、をも")ているため， ド:古市 J)~ 日~'~よ!卓 liH 員 rij~ こ

は，人 3巨大以上のはん i ll. 、吟:がラ旨にふくまれている また，只珠月 I] 川 J) Ij~[ 出に

は. 字 L 、 w 針fJ 官;詰杓がわ;t ))て L 、る

v 1，[、文字J 相

この凶Ip民地域に分布する変!主計煩には， (~~b民有休J)境界に細長く市:iJ:にはさまれて

いる堆積岩阪のものと，出生性主人'fH長が変成されたものとがある

ヰt積右{I長変成岩 台村i付i 行!+;!io:#ミほホノL ンヘルス
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県雲母Jt麻守および合黒~舟輝石)十麻17

花尚岩質tEJ

注入岩iJ~{変成右 緑色片77

緑色角WJ石片状角閃岩

褐色角閃石角閃岩

このうち述入計源のものは，これまで，泣入岩としての 1 つの単位として取扱うこ

とが便宜的である点方、ら，火成岩にふくめて説明されてきている。しかし，一般的な

分類の基準からすれば，明らかに変成岩としてほわれるものであり，混乱をさける怠

味からも，常識的な分額にしたがった。

V.I 合桁 j:f{{石黒雲母ホノレンヘルス (Ht)

この有石は，変成市の丙縁部に発注する角閃宇 ff告と，その東側に拡がるはんれい岩

体との問にはさまれて，細長く断続しながら分布している c とくに，パンケヌシ川の III

流部に， I幅広く廷達して

いるきこれは，いわゆる

セブタを構成するもの

で，市に l持広する|幌町 +T; ，

|寸 III両地域では，約 2km

平均の III品で J主枕してし、る

ものである

このむL1は，一般に Ilf

中J;AJI 度の jth 、市lH粒のホノ L

ンヘルスであるが， i王

O.5~1.5 mm の判長行

HW~ 変All を多量にふくん 第 8 図

x20

料工 μ|:! と変 tlb 合材 i植イー iJ 主主 FJ ホルンヘルス

でいるのが J、刊をである c そして，主主賀山は，イ i央. I主主ほおよび科長イ jによって構成

されているヘ付 i陥干 iは，あまり多くはなく，部分[巾に散在しているていどであるの

黒'1;;1 手 l土，いちじるしい方向性をもぺて配列しているが，制粒であるため，肉眼的

:世人岩体中に，細長く帯状に挟まれている Jjl t三宕涼の変成岩で，これが ill 入単位を

境するものと考えられていると

- 18



にはそれほど方向1生がけんちょでないっ一部に.かなり粗粒になっているところがあ

るが，そこでは己主I'} 11 麻右の恒付をしめし， jj向性もいちじるしいp

この官:{iが，断続しながら分布しているのはタ東側のはんれい岩休がし、ちじるしく

衝し 1~ っているためであり，もともとは，同町岳凶幅地域のように， 2km ていどの

i隔で連続していたと考えられるっこのため，この岩行は，全般的につよい勇断をうけ

ている

ルスといI じよう l こセブタ

合 f{ i附石黒雲lヨホルンへ

を構成するものである

が， I討~tにj主枕する形は

第 9 図合黒雲 i'l 輝石 n°府;岩 x20
みとめられず，花同行 '(T

Ft と省長にともなって，ノーライトや同誌買はんれし、岩の行 {tlt l に in うとするような形

でのびているコ

V.2 民主母片麻岩および合黒雲母輝石片麻岩 (Ng)

これらの白石は，パンケヌシ川と i少j荒川の上流部に分布しているっパンケヌシ川で

は，かんらんイ iはんれい円とノーライトとの間にはさまれて発注しており， [討方の Ip見

!え岳同 III面や札 I.K] 川上{Jf el 、~~J 両地域におし、て，花{品岩質問に移行し，大きなむ休となって

し、るコ{少 IfrOl1 上 lfr~J) も lノ)

は， I;守政質はんれ L 、 17 と

nJ~jfi 民民との問に分布

しており，ちょうど (ti ，;'!]

右賃料体の }T~ 辺市をふち

どる形となぺている つ

まり，これらの円行は，

手;買をみると，パンケヌシ川のように，はんれし、自体にはさまれたところでは，坤

イ i )1 麻むのJf~をとるものが多く， i少iJf UIIJ~I~~ のようなところでは ， f;~)\n/J な， Ita 三ほ )ia

附;右となっているつ一般に，日 Ij 者は制粒で放出な岩石で，後昌ーは組 t'L である、輝イ i);

)，fギ岩において，輝行のほとんどは紫蘇輝子 jで，任 0.5mm ぐらいの出状変品のJf~をと

るのが普通であるつまた，はんれい店の境界おに，;'1いものはど輝行の量が多く，汗通

輝イ iがふくまれるようになるつそして，不境目 iH 二 ~lif:L 化して，はんれし、岩 OJ っun は
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x20第 10 図花崩岩質ミグマタイト

んれい岩)の組織構造に 3!fずく傾向をしめし，両者の問に明日東な境界をみとめること

ができない c

V.3 花崩岩貫岩 (Mt)

この同 III長の東北隅には，花尚岩賢官が広く発注しており，さらに東方の御影 1'~lIIJ 肩や

北方の落合凶|隔地域にかけて拡がっている c

この岩行は，一見，塊状の花崩岩ょうのものであるが，ところによぺてかなり粒度

が異ぺており，黒雲母の多いものや優白質のものなどのほか，方向性が明瞭にみとめ

られるものなど，いろい

ろの岩買をしめしてい

る c もっとも多くみら

れるものは，石英， Hl 三

石， #，!，雲ほを主体とし，

配分的にカリ長 fj をふく

む粗粒な岩石である r こ

の黒雲母は赤褐色を呈

し石英やカリ長行は科

長石をおきかえて生長し

ている c そして組織構涜

の持徴は，南方の日高変

成市中に多くみられる花

同岩質ミグマタイトとよ

く煩似している c このこ

とから，この岩体は，粗

Nなミグマタイトを主体

としていると思われるの

で，いちおう変成右とし

て取抜った c

しかし，この岩休の Ijl

には，明らかに火成宕構

jさをもった行英円抑止 f~~~ が 第 11 図石英閃緑岩 x20
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ふくまれているくこれは，ミクマヲイトょうのむ行よりも粗粒で 1憂白白のもので，不境

WJ な右1眠状の全 1主をしているようであるてそして，東方の御影凶II凶におし、ては，昨〈式

的な花崩岩がJ::f本となぺているのであって，両者の関係を明らかにすることが今後の

問題として浅されている c

V.4 緑色 J\- 岩 (R)

変成'貯の丙縁部には，約1.51王，...，の I[f再で角 r~~む市が Ir:r北につらな η ている r この角

r/j官市;が種Lr.断層で不変成吊と接する部分には，ところところに紘色 q 芦がみられ

るここの岩石は，黄対ないし決結色の伺杭で千三官な岩行で， 叶引こし、ちじるしいJl FE

をしめしていると

ft買は， ミローナイト質で，結i!tf i.炭酸正およ杓を巨体としており，まれに多量の

故事イ iをふくんでいるl' i 央と Jj解 11 前中氏がわ、じように多い 変hX;'貯の内部になる

と ， Tトじ上うに自HPの行英をふくむ料集l' i結(!己イ if;品起{iI;{I; ，となっているところもみ

とめられる これは，東側の枯色何!~~j{ i)1 状角川平;ー乃円買とほとんど変りがない(つ

まり，この吉行は， firL断層(1)運動:二関連して，角 iR11; 寸為らもたらされたものと考え

らfLる

なお， ソーシコョノ L イ iはん Au 、引が(，fi fL 断層に持する却分にも， 16J じような白イ iが形

成されている これは，あとにのべるソーシュノ~ 1i はんれし、計の角 r~~Jti 相を特徴づけ

る角!史 J{i の， レリソグを多くふくんでおり，ソーシュルイ iはんれ L 、岩が破砕されたも

のであることは明らかである

V.5 緑色角汗石片状角閃岩 (As)

この岩行は，角 I可岩帯の l有半部に行状の号、 rfj をしているハ東 {WJ は， ソーシコノ Hi は

んれい岩あるいはかんらん計と J主しており，その間には勇断借あるいは断層が発注し

ている ところによっては，ソーシュルイ iは/し Au 、右が，この口行のいこ衝 L してい

る。

この岩 1i は，付色ないし古紋色のIf用のい叱じるしいもので，肉眼によって科長イ I

がみとめられる P 西方ほと細:f:r:で，東 /J' にゆくにしたが，，--)て組粒になる傾向をみせ

る r この宕イ{の角川行は，陽起千 i買の秋色角川 fi で，やや ~j量:の結集イ iをともなって

いる この:まか，少量の fi 英，皆長イ I ， -子守ンイ iおよび不透明鉱物がふくまれてお

り，そのほか ， D~ 岩のレ \1 ックとみられる il)i 持した鉱物がみとめられるにこの rell には，

イ i 更の網脈が it ~ラていることがある
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この岩石の中には，と

きに，輝石の仮像と思わ

れるレリックがみられ，

また，オフィティックな

構造を残しているものが

あることも知られてい

るつこのことから，いま

のところ，この岩 {jの yJI;{

Jfiは，帽緑岩買のものと

考えられているコ

第 12 図 設色角閃石 )i-;伏角閃岩

V.6 褐色角!河石角閃岩 CAb)

この岩石は，角川忠市と東 1~，1 J のはんれし、訂作 λ との(訂に発注するセブタの (j rに，A- Hi

1'i\'1石黒雲母ホルンヘルスと組合ってみられるコつまり，ホルンヘルス刀中に，数 m か

ら数 10m の [II同で五回状にはさまれており， FJ 川J状ないしレンス、状の if; をしめしてい

る c

岩手買は， ?炎褐色の角 l う~1 i をふくむのを特徴としているが，このほかに科長イ~ ，主主

舟，干 i英などを少量あるいは多量にふくんでおり， +-f1i の卒 liti 財持活もかなり変化にとん

でし、るコこれは，ホルンヘルスの変成とともに )1 附:行化されているためで， rr出iilL され

た形跡も多い) Jl '~K 構jE は，あまりつよくないのが持通であるつ

この同 1 1 11同地域内では， l));{¥+ の構造がのこっているものはみとめられなかったが， I幌

!fl _~'I'%lIIJ 両地域て、は，陣緑右のオフ f ティ y ク構造の伐されているものが観察されてい

る=つまり，この有干 iは，セフタ II ，にむ Ijl 材干の形で ill 人した締結子 ;-'I- ~YT が，変成され

たとみられるものであるが，角閃右市の角 l河口煩の l)h{ 'f}とは， まったく単一位を異にし

たものであるつ

VI 火成岩穎

この閃 II屈の東半をしめる変成'市には，いちじるしく多量の火成岩類が分布してい

る c それは，塩基性から酸性にわたるさまざまな円買のもので， !党棋の大きい複合目

休を構成して発注しているつこれは，市北にが )40 km ，東丙に1O ~15 km の範問をし

- 22-



める同!元町一近入複合体とよばれるもののJitj~ヒ却にあたるつこれらのうち，早期に近入

した岩顔、c)→ 1mは，変成をうけて角閃行になっているものがあるが，これについては，

変成むの項でのべたっ

変成?17の It rで，火成官としてほわれるものは，由縁 I'iljの if] Ij~J 't;·市 II'に発注するもの

と，東側のはんれい有休を構成するものとにわけられるつ

-
Vれん十J

E
ル
山
石

ユ
ん

シ
ミ
り

一
ん

ソ
か

r
'
z
'
'
a
l
a
-
、

Hn
μ
日角

J 1' t kは ん れ し 、f ~ _ iお よ び) 1 1麻 ) ，J : ノ ー ラ イ ト

ト ロ ク ト ラ イ ト

か ん ら ん 石 は ん れ し 、 むは ん れ い 行 体

ノ ー ラ イ ト

I ) ~ J H買 は ん れ い 口

ー ブ j ， 不 変 ! 北: g : l !Iに は ， さ 主 ざ ま な 岩 百 を し め す* ~ ~ ~ ~ f '{';1)£引が恒男に発注してい
また ， ~Y"i七の構造械と神居 l訂章構造イ背中には， 1tと紋'if i'(/)iJ1入がみられるる

ソーシュル石はんれい岩 (Gs)VI.l

このれ fiは，角 1 1，':J円 1出のなかに，ベンケヌシ川から f;f)jとワユンザノ~ )11 から北方に

わかれて， J行状に分布しているコ結色角 !1，~{i})' :U~ 角 I)~j i; が発注するところでは，その

ゾーシュルイ i化したはんれほとんどが 'll粒の角川円であるが，W: IHiJ にた注している

また， ゾ;1;には ， /じ士にはんれし、引の惜15 を

う，はん JH ヴ;として投

IJLj1JI.l Jの以色

ってし、ることヵ:あるコこ

のれイ iの点{tIi!は，かんら

f行 WJ イ i) ， '~k r{JI1， ~J 'if;ーとは l析

)111 で J主 L， ，ときには ， J且i

/しイ i は/しれし、 y;ーが WI し I二

浅しているので，いらお

し、見附i とともにソーシュ

才〕れてし、る

し、 YJ ノ〕ンリけノクカ-; ~.~:~こ子主されてし、る

んおあるいは合f{iNti{i)，~\

之江主ホルンヘルスと褐色ス 20ソーシュ/レ石はんれい右 I jl の角閃岩抗 l

- 23 ー
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ffJlj~Jn向 r~~J 1';' からなるセプタとなっている c

この17干 iの初ノI:.的なれnは，斜長行.異ー剥{itf埠 iiおよびかんらんれからなる粗粒

のかんらんイ iはんれい引で，典可11 ，下jなはんれL 、む構J3 をしめしている τ 角WI岩化され

たものは， IJ~t~ 、 Ji'ik構;古をもち， ごく i網r澗冊'f:止【t( なものカか、ら rllf粒I'i-νのH.もj ので，結色角閃イ行i と I再干可4

*t山J

で号町~n問問i日]が}旬明り町j 町附f である r また， fむ何 1Jj ヰが!日j く‘ 仏色角 I ~~j{i);;\}~ftf.W~ f" i のものとはいち

じるしし、村 L;~: がある戸このような f{l!~· :r{ iの住民は， *i f1粒なものから ri1fl'; のものまで，

ほとんど変りなく -ff している

第 14 図 ソーシュノレ石はんれい岩中のはんれい岩ベグ x20

マタイト相

このむ firl' には，はんれい店ベクマタイトの岩柑をしめす部分があるくこれは，い

ちじるしく相判なもので ， :t'; 、11毛利の部分と角!巧行の部分がまだら状に定達している ζ

その形からみると、 rllp の角!?(日刊十 1 1 1 1に交代モ成されたと思われ，顕微鏡ドでは，任

数 nl i11におよぶ科長イ i と f~1 吋イ iがみとめられる?ときに，阪自の構造とみられるオフ

ィテイソクなお i尚の似保が観察され， fiji 可イ iは，そのオフィティック輝行をおきかえ

てできている この計十 fl には，チタン鉄鉱の粗粒結品がみとめられることがある c

VI.2 かんらん{';. (P)

この引イ iは. ffllY-\1'i 引の東紘にそって胃 j才、状に j正人しているぐこの閃 Ifl面の中央部に

発達するものは，延長 10 km , 111~\ 1ken 、F均の大規院なもので，市;jのノ二ンケヌシ川

のものは， I院旧日ト [:;<JIII同地域に優勢にのびている。

告白は， '1王 lmm ほどのp状かんらん行カ h らなるツ、ンかんらん 77がほとんどで，強

- 24-



x20第 16 図 片麻状ノーライト

第 15 図 片状はんれい岩中のグラニュラ x20

イトょう岩石

い流坪‘構造がみとめられる c ときに，厚さ数 em から数 10em ぐらいのはんれし、討の

待がはさまれているじ

ベンケヌシ川 E~流からウエンサ勺 L 川にかけたものは，ひじように新併なむ買をしめ

しているが，パンケヌシ川に露出しているものは，多分に!日昨され、全般的に蛇紋訂

化されている一このような忠行は， fl 状化される傾向をしめしている

VI.3 n状はんれいれおよび J f麻状ノーライト (Gh)

はんれし、店休の同縁

部，つまりセブタの東に

接する部分には，ごく細

杭のものから司 If"! ていど

の，つよい片状構造をも

ったはんれL 、官がみられ

るここの岩行とセブタと

の問は，いちじるしい衝

上断層となぺていて，ペ

ンケヌシ川上j荒川、Lial こお

いてもっとも顕著であ

るごこの官イ 1(7)東 {~ij は，

かんらん行はんれい岩に

仰i移している c

この岩行は， rf百縁部ほ

ど細粒で黒色の徴密な岩

本目をしめし，片状構造も

強いc 東側ほど粒度があ

らくなっているが，その

聞は漸移しておらず，よ

り粗粒な岩十日が粗粒相を

切る形をとっている

岩質をみると，判長行

と紫蘇輝千i15 より〈少量:の

- 25-



第 17 図 )\-麻状ノーライトの露出

普通輝1jからなるクラニュライトょうのものや，それに褐色角閃石がふくまれるもの

などがあり，まれに，ほとんど斜長石と褐色角閃石だけのものもみとめられる。その

岩石は，セプタ中の褐色角閃石角閃岩とりじようによくにており， fKJJIJがつけにくい。

この岩市の東側のものは，中粒のJi-麻状をしめすノーライト質の岩相をしめしてい

る。これは，科長行と紫蘇輝石を主体としたかなりはんれい右的な組織構造をもつ

が，科長打はモザ、イクないしグラノプラスティックであり，輝行額は完全に粒状とな

っているつこの片麻状ノーライトは，東側に広く発達するかんらんイjはんれい岩中に

も部分的にみられ

る。このような状

ti~から， Jj-i犬はん

れい岩は，はんれ

し、岩煩のなかでも

っとも先私的な宕

相で，片!存状ノー

ライトは，かんら

ん行はんれい岩の

周辺相であること

が推察されるつ

¥11.4 トログトライ

ト (Gt)

沙j荒川上流の片状はん

れし、岩の東側には， トロ

クトライトが発j主してし、

る。このむ石は，黒色の

1'2)凹の多い表面をもった

岩石で，ほとんど，かん

らん五と科長石だけから

なる典明的なトロクトラ

千トである。

この右石と )1-i夫はんれ
第 18 図 トログトライト

- 26-
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x20第 20 図 かんらん石はんれい岩

い岩との問には，破砕された部分があり，そのド付近の卜ロクトライトは広い範囲に変

質している c つ主り，かんらん石の大部分が角 i同行に変っており， j:、↓長行もいちじる

しくよごれているとこれには，方向性はみとめられないと

この岩行の東側は，かんらんはんれい宕に移行しているが， I~i 者の関係は，いまの

ところ不明である亡ほかの地域の例からみて，おそらく，かんらん行はんれいむより

も早期の道人口と考えられる

VI.5 かんらん石はんれい岩 (Go)

この岩石は， )1

状はんれい岩の東

側に，約 3km の

幅で I告から北まで

連続して大量にみ

られる〈とくに，

ベンケヌシ岳附， ;rr

から市方におし、て

悟勢である !]引;

はんれし、計とは，

)J， t府;状ノーライト 第 19 図 かんらん石はんれい岩の露 til (ベンケヌシIT;附近)

をはさんで移行してお

り，東側はノーライトと

J主する

百貨は，， JH- 去~， lf ，';色のき

わめて町制な中'¥:i.の jzJ イ l

で，特徴的な外観をもぺ

ている 一般にふ J ~、 jjltl]

1生をしめし，ところによ

行て ， n't 京状の構 jE をみ

せている、このお干 iは，

{j';\長石・かんらん行およ

び斤通輝行を主作とし，
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まれに，紫蘇輝石・褐色角閃石・黒雲母などをふくんでいるコ丙部のものほど，かん

らん石を多くふくむ傾向があるが，有色鉱物は比較的少ない。東部には，かんらん石

をほとんどふくまないハイバライト質のものが多いc 斜長石は，モザイク状の構造を

とり，かんらん石はつねに粒状である。片麻状構造の強いところでは，有色鉱物が方

向性をもってつらなっている。

かんらん石はんれい岩の中には，ところどころ，片麻状ノーライトがレンス状には

さまれており，多いところでは，両者が互層状になっているコまた，二次的にウラル

石化されている部分が多く，その中に，新鮮な部分がボール状に残っているのがみと

められる。ベンケヌシ岳の東方一帯には，数多くのベグマタイトが N60" E の方向性

をもって発達している。

VI.6 ノーライト (Go)

ノーライトは，かんらん石はんれい岩の東側に，約 1 I\:m ぐらいの幅で情状に分布

している。かんらん石はんれい岩に接する附近のものは，一般に強い方向性をもって

おり，かんらん石はんれい岩の中や東側にみられる片麻状ノーライトと区別がつけに

くい。しかしこのノーライトのほとんどは，片麻状ノーライトとは同一にみられな

い岩質のもので，分布の上からも，特徴的な違いがみられる ο

つまり，この岩石は，沙流川上流附近から，この図幅の南方まで連続して分布して

いるが，パンケヌシ川上流附近には，合黒雲母輝石川一麻岩のセプタが N60W 方向に

はいりこみ，ノーライトの岩体は南と北とに分離しているコかんらん行はんれし、右や

)j府、状ノー弓イトの計作

が， i有」ヒに切れることな

く連続するのに反して，

このノーライトやその東

に分布する閃緑買はんれ

し、右の有休は，セフタを

はさんで Riff J 状に向。IJ し

ていることになるつ

官貨の r: で): 麻状ノー

ライトと違ったところ

第 21 図 ノーライト

- 28-
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第 22 図 制粒 fll を含む閃緑買はんれい岩 x 20

ておリ，構 b文，Wi;杓 j) 量:~l-r 、

l 土， ところ l こよって L 、ら

;ミがし、ちじるし〈イ J均質

なことを大きな持政と L

失， iF 主 IJ およ 7F J子j 勺 {i

が多くなり，かな~) \~~， l"~

になっ fこも乃である 日

向性が~~く，何よりも，掲色角閃岩や科長石の斑状変品が，細粒鉱物をおきかえて生

長していることである η ときに，この科長石と角閃石が多量に形成されて，全体が粗

特になっているものがあるへこのような組粒化は，ところによって状態が違う r 角閃

行の斑状変品のみのところ， :f;+長石の斑状変品だけが散点しているところ，粗粒相が

交代性岩脈のような不規則な形で発達しているところなどさまざまである。この利行

には，たいていの場合黒雲母がふくまれている。パンケヌシ川附近のセヅタに近いも

のには，多量の石英や黒雲母が多い c このため，合黒雲ほ輝石片麻岩と区別のつけら

れないものも少なくないっ

VI.7 閃緑質はんれい岩 (Gd)

1)~JtR質はんれい岩は，ノーライトの東側に，はんれい岩体の東部一市をしめて!ムく

琵注しているつさらに，東〆!jの御影l寸 III高地域にも大きく拡がっており，近入復合体の

:1 1 で， もっとも多いも乃である J

こ ))行 hは，東側 l7) ノ t

ーライトと{制移して L 、

る つまり，ノーライト

にみられる出杭fしつI見宗

がより優勢にみられ， fi

じるしく十u;主している こ l刀口付、 /)1'可制iJ l)ものには，喋状になったノーサイトを予量

にふくむものが多いへその/ーライトノ〕中には，科長イ iや仔JWJfiのHI状変fill はみとめ

られるが，組織構;苫は R耳目立に交されている

東側のものになると， mf~化 L た訂イ i j)it 1 に判np♂)判長{ iゃff~L{ itμ〉レリ y クがわ

ずかに点在するていどにな~-)てしまっている また，ときに"、リミ j主をふくまなし寸n

長 fi とは色角!叶行のみからなるものもみとめられるが，これは，繊紺状の大J\1J角 rj~lイj

- 29-



x20第 24 図悼式 Fl'J な怖緑岩

第 23 図 粗粒化された閃緑質はんれい岩 x20

を主体とするウラル石化ょうの店イ iである

VI.8 輝緑岩質岩 CD)

日高果層群の摺山吊;と白望系分布帯との間には，いちじるしい輝緑宕質むがた注し

ているわこれは，約 5km の幅をもって， NNW-SSE 方向に借状に分布しているもの

で.日高丙縁構造丹;:を構成している c このほか，日白黒層群や神居 III・ i中十持活 fi;，のINこ，

右脈状あるいは岩床状の形で数多くみられる c

円高西縁構造'市を構成するものは，さまざまな}ηTの輝総計煩からなる輝総店位台

休である n そこには細粒から中粒の輝4iFJ@ スピライト・スピヲイ卜 Y;J[;;方 rい附{i5))

店。凝灰白山などがふく

まれているが，大部分は

典明 !(j' 'Jなオフィティック

構j告をもったk: ffiP から I!l

pのt平H{'} である r ス乙

ライトは，枕状郎 n (1) )r~

をとることが多く， ;0n~::

別川や千 lうk荒川の支流

に，ところどころみとめ

られる η 凝灰 T11i は，量

的にはひじように少な
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L、 c この複合体の中には，日高累層群のベンケヌシ川層にふくめられる砂岩， n岩質

粘杭岩およびチャー卜が多くみられるとl 全体にし、ちじるし t 、擾乱をうけており，破砕

された部分も少なくない。

南方のl幌尻岳凶III両地域においては，この岩休は幅せまくなり，凝灰岩質のものはま

ったくみられず，道人複合体の形となっているようであるのしかし，この閃幅におい

ては，あきらかに粘板岩や砂岩類と整合的関係にあるものがみられることから，より

浅いところの状態があらわれているものと考えられる。

第 25 図枕状熔岩の露出(双珠別川)

また， Ll 高累層群中にみられるものは，たいていの場合，いちじるしい勇断伯にそ

って発達しているつたいてい， 10 数 m ぐらいの幅のもので，これにもいろいろの右質

のものがあるが，ほとんどが納粒のスピライト質のものである。神居 11:1 1阜市構造'肝の

ものは，すべて変輝緑岩に変成されている。

これらの輝結岩質岩は，今後の，さらに詳細な調査によ η て，いくつかの岩質にK

別してあらわされるものと思われる r だが，いまのところ，それができないので，一

括して扱ったc

VI. 9 蛇紋岩 (5)

蛇紋岩は，この|司1隔の市l耳i枯に発達する神居古躍構造帯の大部分をしめて分布して

いるほか，日高累層群の摺曲帯と日高西緑構造帯の聞に岩床状にみられる。

神居古揮構造惜のものは，多くの岩脈状岩体が密集したような形をみせており，地

質凶土に一色にしめした中には，数多くの砂岩や粘板岩などがふくまれている。ま
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第 26 図 蛇紋岩中にみられる黒色片岩

た，黒色H会岩や変輝緑岩などの小岩体もみとめられる。全体に，いちじるしい擾乱を

うけており，蛇紋岩もつよく破砕され，詳細な構造を知ることができない。この岩体

中には，いたるところ，小さなクロム鉄鉱床が匹胎している。

日高累層群中の構造線にみられるものは，細長いレンズ状の岩脈となって，点々と

分布しているつこの構造線は，きわめて幅の広い勇断帯であって，蛇紋岩もつよく破

砕されているっこのようなものは，双珠別川からベンケヌシ川合流点附近にかけてい

ちじるしく，ノ之ンケヌシ川流域では，蛇紋岩の分布は散在的になっている。この蛇紋

岩からも，クロム鉄鉱が採集されたことがあるつ

VII 地質構造

この I斗幅地域は，日高変成市から神居 ~s- i車構造帯にかけた地借で，日高造山市の丙

側をしめていることから，造 I lJ市の構造的性格を，つよくあらわしているところであ

る。この地域は，構造的に，次のようにわけられる。

変成帯 日高変成帯

i 日高前縁摺曲帯

不変成市(日高西縁構造帯

l 白望系向斜帯

神居古樟構造帯

日高変成帯
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日高変成帯は，まず 2 つの大きな構造単;[にわけられるコそれは，西縁部の緑色角

!司王i角閃計・ソーシュノし石はんれい岩およびかんらん岩からなる角閃岩帯と，東部一

帯にひろがるはんれし、岩の道入複合体であるつこれに，含付i陥石!芸雲母ホルンヘルス

と褐色角閃石角f}司岩からなるセブタの単位と，県雲母)十!麻右・合十{j楠石黒雲/D:J1-麻岩

および花尚岩質岩からなる単位が加えられる

角閃岩市は， I隔せま L〆、ものであるが，この凶幅の北部から南方へ，約 55km もの

問，切れることなくつづく細長い構造帯で，その間，構成岩石の岩質や構造に大きな

変化はないコこの岩体の結色角閃行角I}司岩の源岩は，輝緑岩質のものと考えられるも

ので，ソーシュル石はんれい岩は，異是Ij石をふくむことを特徴としている c このよう

なものは，はんれい岩体の }jには，まったくみられないへしたがって，両者は，まっ

たく異なった注入活動によるものであるつまた，すべての岩類、がL、ちじるしい片状構

造や流理構造をもっていることもこの岩慌の特徴で，変成fT?の西縁部という位置的な

特質をあらわしているつ

これに対して，はんれL 、岩体は， I河北約 40km にわたるが，東にも広くはり III して

おり，東部ほど個々の岩休も塊状になっているつはんれし、岩複合体は，さらに，片状

はんれい岩，片麻状ノーライトおよびかんらん石はんれい岩;'»らなる単位と，ノーラ

イトと閃椋質はんれい岩からなる単位に細分されるつこの 2 つは，岩類の分布形態や

岩質にきわめて大きな相違があり，はんれい岩活動の中に， 2 つの系列が明らかにさ

れるっ前者はかんらん石はんれい岩の活動を主体とした系列で，全般的に岩類は片麻

状構造をしめしている，後者は!下町村質はんれい岩の系列で，塊状のいちじるしく不均

質な岩相をしめし，交代的な粗粒化とともに右質は酸性化されている 3

この地域には，堆積岩耐の変成岩が少なく，これらの道入活動と変成作用との関係

を明らかにすることができないっこれらの岩類形成後の変動は，珂縁の衝上断層に近

いものほど，強くあらわれている=緑色片岩の形成が，そのいちじるしいものであるつ

日高前縁摺曲帯

これは，日高累層群の複雑な摺曲市で，擾乱がひどく，構造はきわめて復雑であっ

て，詳細なことは不明であるコ

この摺曲帯の特徴的な構造は，ベンケヌシ川附近を境として，市と北とでかなり変

化をみせていることであるつ南部では，幅がせまく，走向は N-S から N 20
0

E 方向

のものが多いが，北部になると，北に向って拡がる形をとり，その西縁部では N20~
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60"W の走向となり，傾斜はつねに東傾斜である c ウエンザ、/レ nil醤に発達するラミナ

から判断すると，地層の大半は逆転している。これが，日高変成市;との衝上断層近く

になると，西に傾斜するところが多くなっている。つまり，構造的には向斜状ないし

盆状の形をみせるが，実際は背斜ないしドーム状の構造をとっているようである c こ

の構造のl抽部には，マンガン鉱床ーを駐日fIする庄化変質併が発達しているσ

この摺曲帯は，北に拡がる部分において，西側の輝結岩複合体の tに衝し上る形を

しめしており，その衝上断層の尊断帯にそって，蛇紋岩が道入している c このような

形は，この凶隔地域にかぎらず，南方の神威岳閃幅地域にも同じようにみとめられて

いる。

日高西縁構造帯

この構造帯は，輝結岩質岩の複合体によって構成されているものでるるぐこの輝緑

岩複合体は，日高変成帯と平行に，南から北まで連続いているいちじるしいものであ

る c

この地域では，日高前縁摺曲帯の構造の影響をうけて，市北方向のものが，北部で

は NW-SE 方向になっている c 輝緑岩質岩には，いくつかの岩質のものが分類され

るが，それらの分布形態、はきわめて複雑であり，全体の構造も不明である c ただ， j正

入岩的なものや凝灰質岩ーなどが錯そうした形など，いろいろ観察される現象からみる

と，この構造帯は，輝総岩質岩のj差出活動帯であったことが推察されるぐ

そして，この構造帯は，西側の白望系向斜'市'に対して衝 i二的な運動をおこなった地

帯となっている c

自重系向斜帯

自主系は，日高岡縁構造帯の西側に，複向斜の構造をとって分布している。 l隔がわ

ずか 5km ていどのところに，下部エゾ層群から上部エゾ層群までの地層が，いちじ

るしい摺曲構造をみせているわけであるが，この地帯を南北に通覧すると，各地層の

分布の状態が大きく変化している ε つまり，千栄部落から千呂露川の下流部一帯に

は，上部エゾ層群の千呂露川層が!よく分布しているが，その南方にも北方にも上部エ

ソー層群は分布しておらず，中部と下部のエゾ層群だけとなっている c

また，この上部エゾ層群の分布する地域の東方には，日高西縁構造帯の中に，中部

エゾ層群のおちこんだ地帯がみとめられる。さらに，より東方の日高変成帯において

は，院合はんれい岩体がもっとも大きく衝上しており，白望系向斜帯の構造が，変成
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惜の上昇と密接に関連していることが伺える。

神居古漕構造帯

この地域の神居古揮構造市は，凶幅の南西隅に分布しているにすぎないので，全体

の構造をうかがうことはできないが，南方の1幌尻岳l司幅地域とてらし合せると，次の

ようである。

この構造帯は，市北約 18km，幅約 5km の南北に細長い形をした 1 つの単位を構

成しており，地層の定向傾斜からみると，盆状の構造をとっている。そのまわりに蛇

紋岩がとりまいた状態になっており，ほかの地層とは連続しておらないが，その南部

では，より上位の地層と思われるものが分布しているようであるコこの閃幅地域にお

いても，神居市j章構造帯の分布する北端には，それと同じ関係をみとめることができ

るつつまり，実際は，糠平山を核とするドーム状の構造をとるもののようであるつ

このような形態は，日高周縁摺曲帯の構造ーについても共通したもので，今後の問題

とされよう。

VIII 応用地質

この地域には，現在稼行lドの鉱山はないが，マンガンやクロム鉄鉱などの金属鉱床

のほか，石灰石やかんらん岩などがみとめられる。

VIII.l マンガン鉱床

日高累層群の摺曲帯には，変成帯との衝上断層の近くに，マンガ、ン鉱床が点々とし

てみられる。この鉱床は，南北にのびる珪化変質，市中に肝胎するもので，似かよった

形態をとる一連のものである。

この珪化変質帯は，幅 500m 内外で，約lO km もの間連続しているもので，南は

ベンケヌシ 111 から， Jt は本流のベンケユートラシナイ沢合流附近まで、のびているつこ

の地，市の岩石は，全般に破砕が強く，源岩の不明なものも多いが，大半は，粘板岩が

緑泥石化をうけさらにし、ちじるしし、正化をうけて，幅 O.2mm ぐらいの石英細脈が網

状に楚達するものであるの砂岩は，訓合に源岩の構造をよく残しているが，ときに，

緑泥石，絹雲母，炭酸塩鉱物などが多量に形成され，それに多量の石英がしみこんで

いるのがみられる 3 この地帯には「多くの輝緑岩質岩が発達しているが，新鮮なもの

では，割合に粗粒な完品質のオフィティック構造がみとめられる反面，いちじるしく

破砕されて源行の構造がまったくみられないものもあるつそこには，緑泥石化や緑簾

- 35-



石の形成が強く，石英のしみこみもみられる。

このような変質帯の東縁に，さらに局部的ないちじるしい珪化とともにマンガン鉱

床がみられるが，日宝鉱山のほかは，露頭がみられるだけである。

日宝鉱山

この鉱山は，ベンケヌシ川の上流に位置している。日高村市街からベンケヌシ川の

合流点まで約 15km の聞は，すでに日勝道路が完成されているが，合流点から鉱山ま

で約 6km の聞は，造材道路の跡があるだけで，現在は歩行も困難である。昭和 18 年

ころに，若干の採掘をおこなったことがあり，また昭和 26 年にも少量の出鉱をみてい

る。

この鉱山の鉱床は，粘板岩砂岩層中の庄化変質勇断帯中に交代形成された，パラ輝

石一菱マンガン鉱を主体としたマンカン鉱床である。鉱床の延長は約 80m で，樋 i隔

の平均は約 1m である。鉱体は，不規則なレンズ状ないし芋状の形をしており，それ

が雁行状の配列をしている。

鉱石は，菱マンガン鉱，パラ輝石，ベンビス石および酸化マンカ、ンからなる c これ

に脈石として石英がふくまれている c 菱マンカン鉱を主体とした鉱石はまれで，大部

分が菱マンカン鉱とパラ輝石とから構成されている C 菱マンカ、ン鉱は，よごれた形の

はっきりしないもので，その中にパラ輝石が残晶状に多くみられるものである c とき

に，パラ輝石の仮像をもった菱マンガン鉱もみられる。あとから，新鮮な菱マンカン

鉱が再結晶しているのが普通である。鉱石の品位は次のとおりである。
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その他の鉱床

日宝鉱山のほかに，ベンケヌシ川， 3 ノ沢，ウエンザル川の 1 ノ沢と向沢， {少j荒川

4-(1荒の 2 ノ沢などに点々と露頭がみとめられる。いずれも，パラ輝石と菱マンガン鉱

からなるもので，鉱床の特徴も日宝鉱山とよくにている。とくに，沙流川の 2 ノ沢の

ものは，今後の傑査によって稼行される可能性が強い。これらの鉱床を通覧した場

合，北方のものほどバラ輝石ーピロックスマンヂャイトと判定される(十2V=38-

/¥

42°CZ=43°) ーの量が多く，硫化鉄鉱をふくんでいる傾向がある。

なお，ウエンザル川の 2 ノ沢にも露頭がみられるが，これは庄化変質滑からはなれ

た東方にみられるもので，うえにのベた鉱床とは性質を異にした，いわゆる鉄マンと

よばれる型の鉱床であるごその場所は，衝上断層にごく近いところで，輝椋岩質岩の

中にみられる c 黒褐色の鉱石から掲色の変質岩までをふくめると，相当の量になる

が，一見しては，鉱石と変質岩の区別がむずかしい乙したがって，拡床の形なども，

現在の露頭だけから判断することは困難であるとこの種の鉱床は，ベンケヌシ川合流

点の近くにもみられる。

VIII.2 クロム鉄鉱床

この図幅の西部地域には，ほほ、南北にのびて情状に分布する蛇紋岩体がみられる。

この蛇紋岩体は， {少 j荒川流域に発達する蛇紋岩体の東北端に近い部分に相当するが，

諸所にクロム鉄鉱床がみられる。現在では，いずれも休廃止の状態にあって，稼行当

時の状態、をしのぶこともできないc 現在の調査資料から，簡単に，それらについての

ベる。

*昭和鉱山

千栄市街から約 lkm で，昭和沢の頂上(標高 800m) に位置するつこの地域の蛇

紋岩体の北東端に匹胎していると完全に!主坑となっており，坑内観察は不可能で，賦

存状態はまったくわからないo 採鉱場附近に転石として集めてある鉱石をみると，比

較的低品位の塊状鉱で-ある。

三井千昌露鉱山

千栄市街から約 Skm の福島団体から，さらに左股沢を約 3km さかのぼり，山頂

に近く匹胎すると敗戦後間もなく休山したので，詳細は不明であるが，採掘坑道は 1

*斉藤昌之: 沙流川，鵡川流域のクロム鉄鉱床 北海道地下資源調査資料 No.n ，

昭和 28 年
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号から 11 号まで算えられたっ鉱体はし、ずれも，東西の走向で，ほとんど水平に近い傾

斜のもので，鉱石は，鉱体の中央部が塊状鉱で，周囲が斑状鉱となり，月岩に漸移す

るとし、う。

そのほか，戦争中には堀内沢や幌内沢で、流鉱の採取が盛んに行なわれたが，現在で

は，ほとんど取りつくした状態となっている。

VIII.3 石灰石

日高累層群のウエンザル川層とベンケヌシ川層の中には，石灰岩のレンズが挟まれ

ている。いままでに知られているものは，ベンケヌシ川合流点の東方約 2.5km の稜

線近くと，双珠別川のベンケヌシ川層の中であるつしかし，いずれもあまり大きくな

いもので，露出する場所からみても，稼行価値はないと判断される。

また，双珠別川の額平川層中にはオルビトリーナ石灰岩がみられるが，これも小さ

なもので採掘に値しない。

VIII.4 石材

日高変成帯の角閃岩帯中には，かんらん岩が発達しているが，この岩石の新鮮なも

のは，ごく少量のスピネルをふくむほかは，すべてかんらん石だけからなる純砕のヅ

ンかんらん岩である。したがって，オリピンサンドの原石として利用することが可能

である。

しかし，道路が完備しているノミンケヌシ川のものは，つよい破砕をうけて，広い範

囲に蛇紋岩化されており，直ちに利用することはできない。新鮮な岩質のものは，ベ

ンケヌシ川の上流から沙流川の 2 ノ沢にかけた地帯に分布しているが，現在の道路か

ら相当の距離のところに位置している。

このほか，かんらん石はんれい岩や多くのはんれい岩は，建築石材やその他の石材

として良質のものと思われる。ただし花崩岩質岩は，破砕や風化がひどく，石材と

して利用できるものはみとめられない。
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Resume

TheChirorosheetoccupiestheareabetweenlat.42ー50'---43ー0'

Nandlong.142ー30',-.,142ー45'inthecentralpartofHokkaidδ. The

areaofthismapsheetcorrespondstoapartoftheHidakaorogenic

zonewhichconstitutesthenorth-southtrendingbackboneofHokｭ

kaidδ. BeingsituatednearthenorthernendoftheHidakametaｭ

morphiczonewhichisthenucleusofthe Hidakaorogenic zone,
themapareainvolvesmany geologicproblemsrelatingtothe

orogell1czone.

Intheeasthalfofthe map area , the Hidakametamorphic

zoneisextensivelydeveloped. Thewesthalfiscomposedof the

Pre-Cretaceousformationconsistingchie 日y ofclayslateandsandｭ

stone, theCretaceous formation , andthediabasiceffusiverocks.

RocksoftheKamuikotan tecloniczone aredistributed in the

southwesterncornerofthemaparea.

MetamorphicZone

TheHidakametamorphiczoneinthis areaisboundedwith

theunmetamorphosedzone tothewestby aremarkablethrust
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fault. Itconsistslargelyofvariouskindsofplutonicrocksranging

inchemicalpropertiesfrom ultrabasictoacidic. Metamorphic

rocksarefoundonlylocally, asexemplifiedbyhornfelsandgneiss.

Theplutonicrocksformacompositeintrusivebody, andconstitute

thenorthwesternportionoftheso-called“ Poroshiridake intrusive

complex"extendingabout40kmnorth-southand15to10kmeastｷ

west.

Thismetamorphiczonecanbeclassifiedintotheamphibolite

zonenarrowlystretchinginthewestmarginal area, thegabbro

bodywidelydevelopedtotheeastoftheformer , andthegranitic

bodyoccurringinthenortheasterncornerofthemaparea. The

respectiverockbodiesaredistinctlyboundedbythe“ septa," i.e.,

partingsconsistingofmetamorphicrocks.

Theamphibolitezoneisdevelopedcontinuouslyforadistance

about40kmfromnorthtosouth, andcomprisessaussuritegabbro,
schistoseamphibolite, greenschistandperidotite.

Thesaussuritegabbroisaproductof secondary alteration,

havingbeenderivedfromamassive.coarse-grainedgabbropartially

containingolivine. Thegreaterportionofthisrockhasaltered

toamphibolitewhichischaracterizedbycummingtoniticamphibole

andrelictcrystalsofsaussurite.

Theschistose amphiboliteconsistsof actinolitic amphibole,

granularplagioclaseandaverysmallquantityof quartz. Itis

easilydistinguishedfromthesaussuritegabbrobythe di 旺erent

characterofamphiboleandbythemarkedschistosity. Thisschi 同

stoseamphiboliteisbelieved.tohavebeen metamorphosedfrom

diabasicrockaffectedbythetectonicmovement. Betweenthe

schistoseamphiboliteandtheunmetamorphosedzoneisdeveloped

amyloniticgreenschist.

Theperidotiteoccursassheetsalongtheeasternmarginof

theamphibolitezone, andconsistsalmostessentiallyofdunite. It

israrelyintercalatedwiththinbedsofgabbroicrocks. Serpenti-
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nizedportionisfoundlocallywhereshearingtookplace.

The“ septa" betweenthe amphibolitezone and thegabbro

bodyconsistofgarnetiferousbiotitehornfelsandbrown-amphibole

amphibolite. Thehornfelscharacteristicallycontainslargepor 下hy

roblastsof plagioclase, andispartiallygneissose. Theamphibolite,

alternatingwithhornfels, ispresumedtohavealteredfromdiabasic

rockoccurringasdikes.

Therockbodyofgabbroisclassifiedintotwo types: oneis

theolIvinegabbro seriescomprisingschistose gabbro, gneissose

norite, troctoliteandolivinegabbro;theotheristhedioriticgabbro

seriescomprisingnoriteanddiorticgabbro. Thegabbro of the

olivinegabbroseriesisgenerallychariacterizedbyamarkedgneisｭ

sosestructure,andiszonallydistributedinthenorth-southdirection,

whereastherocksbelongingtothedioriticgabbroseriesaremostly

massiveandshowtheen echelon arrangementboundedby the

“ septa."

Theschistosegabbroissupposedlyaforerunneroftheintrusive

rocksbelongingtotheolivinegabbroseries. Itshowssuchmineral

compositionasplagioclase-brownamphibole-hypersthene, orplagioｭ

clase-hypersthene-augite. Thegneissosenoriteisconsideredtohave

beenformedbytheassimilationbetweentheolivinegabbroandits

sourcerock.Theolivinegabbroshowsacomparativelyhomogeneous

texture, butthemineralcombinationvaries, somepartscontaining

alargequantityofolivinewhileothersarehyperitic without, or

withverylittle , olivine.

Thenorite, representinganearlyphaseofthedioriticgabbro

series, gradesintodioriticgabbroofvariousrockcharacters. An

importantcharacteristicofthedioriticgabbroisthemetasomatic

factorasnoticedinthereplacementofearlier minerals~by later

minerals.

The“ septa" thatcontacttherockbodiesofthedioriticgabbro

seriesarebiotitegneissandbiotite-bearingaugitegneiss. Some
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arehornfelslike, showingalowgradeofmetamorphismandconｭ

tainingporphyroblastsofplagioclase.

The‘· septa"alsoserveasaboundarybetween 十he gabbroand

thegraniticrockbodywhichconsistsofcoarse-grainedgranitic

migmatiteintrudedbydikesofgranodioriteandgranite.

UnmetamorphicZone

Theunmetamorphosedzoneofthemapareatsdividedintothe

followingthreetectoniczones:

Hidakafrontalfoldzone. Thisisazoneoftheintricately

foldedHidakasuper-groupwhichisdistributedadjacenttothewest

sideoftheHidakametamorphiczone. Thewidthisabout2.5km

in the south, butitgradually widens northward, amounting

toabout 10km. Lithologically, thiszonecanbedivided into

Yutorashinaiformationconsistingofblackclayslateandblack

白ne-grained sandstone, theUenzaru-gawaformationconsistinglarｭ

gelyofgrayish-greenmedium-grainedsandstoneintercalatedwith

thinbedsofshalyslate, andthePenkenushi-gawaformationconｭ

sistingofshalyslateandgraymedium-grainedsandstone.However,

thestratigraphicsequenceandthestructuraldetailsoftheseformaｭ

tionsarenot known, on accountof monotonouslithologyand

severedisturbances. EspeciallyintheareasadjacenttotheHidaka

metamorphiczoneandtotheHidaka westmargintectoniczone,

crushingandshearingduetothrustfaultare remarkable, and

serpentineintrusionisfoundslongtheshearzone.

Hidakawestmargintectoniczone. Thiszone isgenerally

knownastheschalsteinzone. SituatedbetweentheHidakafrontal

foldzoneandtheCretaceoussynclinal zone, itstretchesinthe

NNW-SSEdirectionwithawidthabout5km. Itischaracterized

byschalsteinofvariousrockcharacters, andconstitutesadiabase

complex. Fromthefactthatthecomplexispartiallyintercalated

withpillowlava, redquartziteandsandstone, andthatmarkedly

coarse-graineddiabaseoccurslocally, thiscomplexisconsideredto
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havebeenformedbyintenseeffusiveactivitieswhich took place

inthiszonalarea.

Cretaceoussynclinalzone. Thisisa zone of synclinorium,

flankedbetweentheHidaka west margin tectoniczone and the

Kamuikotantectoniczone. Itisinfaultcontactwiththetectonic

zonesonbothsides, butitswestlimbissteeplydippingandinteｭ

nselyfolded. Thestrataconstitutingthissynclinalzone can be

dividedintothreeformations , lower, middleandupper. Thelower

andmiddleformations are distributed in the northern part of

thezone, themiddleformationisdistributedinthesouthernpart,
andtheupperformationisfoundinthe intermediate part, thus

presentinggenerallyacanoe-shapedstructure.

KamuikotantectonicZone

Thiszoneisapartofthegreatdomewhichissituatedtothe

southwestofthemaparea. Itiscomposedofsedimentaryrocks

andigneousrocks. Thesedimentaryrocks are sandstone, clay

slate, schalstein, chertand limestone, belonging to the Tomioka

formationoftheHidakasupergroup. Theigneousrockscomprise

serpentineand diabasic rocks, development of serpentine being

especiallyremarkable. Xenolithsofmetadiabase , dioriteandtronｭ

dhjemitearecontainedintheserpentme.

Economicgeology

Metaloredepositsinthemapareaarechromitedepositsand

manganesedeposits.

Thechromitedepositsoccurintheserpentineof theKamuiｭ

kotantoctoniczone, buttheyareallofasmallscalein spite of

theirlargenumber. Chromitewaspreviously worked at a few

localitieschieflyonplacerdeposis , butthemininghasbeen suspｭ

ended.

Asforthemanganesedeposits, therearetwotypes;oneisthe

rhodoniterhodochrositeoredepositoccurringintheclayslateand
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thesandstoneoftheHidakafrontalfoldzone, andtheotheristhe

manganiferoushematiteoredepositfoundindiabasicrocks. Ore

oftheformertypeoccursscatteringlyinthesilicifiedzonewhich

extendsnorth-southforadiatanceabout10km.adjacent to, and

inparallelwith , thethrustfaultboundingtheHidakametamorphic

zoneandtheunmetamorphosedzone. Someproductionoforewas

oncereported, butthedepositsarerathersmallinscaleandtheir

modeofoccurrenceistoocomplicatedforaprofitablemining.

Depositofthemanganiferoushematitetypeoreisexposedat

twolocalitiesbutneitheritsgradenorqualityisworthwhileexploiｭ

tation.
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